
令和５年１月１１日 

 

保護者の皆様 

  

 天童市立天童中部小学校 

校 長 石 澤 明 子 

 

本校の教育活動に関する調査について(お願い) 

 

新春の候、皆様におかれましては、ますますご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上

げます。また、日頃より本校の教育活動にご理解ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

さて、本校の教育活動の一層の充実を図るため、保護者の皆様から子育てに関するご意

見をいただき、児童一人一人への指導や来年度の学校経営計画づくりに生かしてまいりた

いと存じます。 

 つきましては、お忙しいところ恐縮ですが、以下の調査にご協力くださいますようお願

い申し上げます。 

 
 

１ ご自分のお子さんの姿を通して感じていること、普段子育てに関して考えている

ことを回答してください。 

 

２ 調査結果については、教育活動改善の資料とするとともに、個別のご相談にも生か

してまいりますので、記名（入力）をお願い申し上げます。 

 

３ 学校から保護者のみなさまのアドレスにメールを送付させていただきますので、

そちらから回答フォームのリンクにアクセスをしてご回答ください。用紙での回答

をご希望の方は担任までお知らせください。 

 

４ 用紙で回答をご希望される方は、１月１６日(月)までに、お子さんを通して担任に  

  ご提出ください。タブレットでの回答も同様に１月１６日（月）まで回答をお願い  

  いたします。 
 

 

 

※次項からの内容について、メールのリンク先からフォームが開くようになっております。 

 回答をよろしくお願いいたします。（天童中部小学校にきょうだいがいる場合には一人一  

 人について回答をお願いいたします。） 

 



 

【天童中部小学校の教育活動に関する調査】 保護者回答用紙 
 
 
 
 

   年   組   番 児童氏名               
 
 
 
 次のことについて、お子様を通して感じていることをご回答ください。 
 

１ 次の各設問で 

４＝あてはまる ３＝ややあてはまる ２＝あまりあてはまらない １＝あてはまらない 

の中から選び、番号に○を付けてください。 
 

  内 容 評価 

1 お子さんは、毎日楽しく登校している。 ４－３－２－１ 

2 お子さんは、学校で学習したことが身についている。 ４－３－２－１ 

3 お子さんは、元気に大きな声であいさつしている。 ４－３－２－１ 

4 
お子さんは、すぐに大人に頼らずに自分で判断して行動し、いろいろな
ことにチャレンジしようとしている。 

４－３－２－１ 

5 
お子さんは、家庭で決めたゲームや、テレビ等のメディア使用の約束を
守っている。 

４－３－２－１ 

6 学校は、いじめ等の悩みや問題について適切に対応している。 ４－３－２－１ 

 

 

２ お子さんは、この 1年で大きく成長したことと思います。保護者の眼から見て、この 

 １年間で具体的にどういう点が伸びたと感じられますか。当てはまる項目に○を付けて 

 ください。(複数選択可) 
 

ア 健康や安全に自分で気をつけるようになってきた。 

イ 自分から学習に取り組むようになってきた。 

ウ 多少の困難があっても途中であきらめない粘り強さが出てきた。 

エ 相手のことやまわりのことを考えて生活するようになってきた。 

オ その他(                                ) 

 



 

３ 保護者としてお子さんの成長のためにこの 1年、様々な努力をなされてきたことと思 

 います。特に意識して努めてきた項目に○をつけてください。(複数選択可) 

 

ア お子さんのがんばりをできるだけ認めることに努めた。 

イ お子さんと一緒に食事をとるようにしたり、時間を作って話を聞いたりすることに努め

た。 

ウ 生活リズムづくりやメディアコントロールなどへ取り組み、健康な生活習慣づくりに努

めた。 

エ お子さんの困り感を、お子さん自身で乗り越えたり、解決することができるよう見守っ

たり励ましたりするよう努めた。 

オ その他(                                 ) 

 

 

 

４ 今後、お子さんがさらに成長していくために、保護者として学校と協力しながら努力 

 していきたい項目は何ですか。当てはまる項目に○をつけてください。(複数選択可) 

 

ア お子さんのがんばりを認めること。 

イ 食事の時間のあり方や、子どもとの時間のあり方を工夫すること。 

ウ 生活リズムづくりやメディアコントロールなどへ取り組み、健康な生活習慣をつくって

いくこと。 

エ お子さんの困り感を、お子さん自身で乗り越えたり、解決することができるよう見守っ

たり励ましたりすること。 

オ その他(                                 ) 


